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序　　文

　本書は高原町教育委員会が、国・県の補助金交付を受けて実施した埋蔵文化財発掘調査報告書です。
　高原町は霊峰高千穂峰をいただく、神話と歴史に溢れた町です。特に「高原」という地名は、「高天原」から転化
したと言われており、町内各所に神話にまつわる地名が残されています。高原町は初代天皇である神武天皇の御降誕
地であり、また若年期に過ごされたという伝承をもつ場所としても名高い町であります。　
　高原町では各種開発に対し、埋蔵文化財の保護を目的とする試掘調査を行っており、協議における基礎資料として
います。
　今回の調査で得た様々な成果が、文化財行政の一資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場で活用され、埋
蔵文化財の保護に対する認識と理解の一助になることを期待しています。
　最後になりましたが、この発掘調査にあたり、多大なる御理解と御協力をいただきました土地所有者の方や周辺住
民の方々をはじめ、御指導・御援助をいただきました関係諸機関の方々に心から御礼を申し上げます。

　　　令和 3年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高原町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　西田　次良

例　　言

１　　本書は、高原町が令和２年度に国宝重要文化財保存整備費補助金及び宮崎県埋蔵文化財緊急調査補助金を受　　
　　けて実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２　　補助事業の事業主体は高原町、調査主体は高原町教育委員会である。

３　　調査の目的は、個人住宅建設工事に伴う確認調査である。

４　　現場における記録写真撮影及びトレンチの配置図の作成・作図、調査概要の作成は玉谷が行った。

５　　本報告書の執筆・編集は玉谷が行った。

６　　写真撮影についてはNIKON　D850 で撮影を行った。

７　　各種記録類は、高原町教育委員会で保管している。　
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第２図　調査区位置図

第１図　遺跡位置図
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　　調査の方法、概要

所在地　高原町大字広原 1430 番地３・４、１４７９番地２
調査面積　６㎡
調査原因　個人住宅建設
調査期間　令和３年２月５日（計１日）
調査の結果
　建設予定地にトレンチを 2ヶ所設定し、重機で表土を除去した後、遺構・遺物の確認作業を行った。
当該地は畑地となっており、周囲には宅地が並んでいる。現況地形は、丘陵地で南西及び北西向きに傾斜しており、
丘陵地の頂部は該当地のやや東に位置している。トレンチ調査の結果、現況地形と同じく北西向きに傾斜している
ことが確認でき、現況地形は過去の地形を残していると推測できる。しかし当該地においては畑地であり、耕作時
のトレンチャーによる攪乱を受けており、土層断面及び平面上で堆積層を確認できるのは約 0.8 ～ 1m深であった。
また複数回の攪乱により、縦横にトレンチャーが入っている状況であった。トレンチ内で確認できた土層は、黒色
土中に黄橙色軽石を含む層であった。そのため、1mより浅い場所については攪乱を受けているが、そこより深い
場所については、遺跡が残存している可能性がある。
　今回の調査では、　遺物・遺構ともに確認されなかった。　

第３図　トレンチ配置図
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４．Tr.1 土層堆積状況　東から

7．調査終了状況

５．Tr.2 土層堆積状況　北から

１．調査前状況 ２．表土除去状況

３．トレンチ精査状況

６．埋め戻し状況
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要　  約
　池ノ尾遺跡では詳細分布調査で、時期不明の土器小片が採集されている。
今回行った調査では、遺物・遺構は確認されなかった。
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